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市
で
は
道
路
や
下
水
道
な
ど
、
都
市

基
盤
の
整
備
を
重
点
施
策
と
し
て
位
置

づ
け
そ
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
都
市
計
画
道
路
３
・
４

・
６
号
成
瀬
長
津
田
線
と
都
市
計
画
道

路
３
・
４
・　

号
鶴
間
成
瀬
台
線
が
恩

２９

田
川
に
架
か
る
新
し
い
橋
「
吹
上
橋
」

と
と
も
に
開
通
し
、
４
月　

日
に
通
行

１５

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
６
号
線

は
、
Ｊ
Ｒ
成
瀬
駅
か
ら
都
市
計
画
道
路

３
・
４
・　

号
線
に
接
続
し
、
成
瀬
街

２９

道
を
結
ぶ
幹
線
道
路
で
す
。
幅
員
は　
１８

メ
ー
ト
ル
、
延
長
１
６
３
メ
ー
ト
ル
で

す
。
ま
た
、
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

　

号
線
は
国
道　

号
線
（
つ
き
み
野
）、

２９

１６

町
田
街
道
（
町
谷
原
）
、
つ
く
し
野
、

成
瀬
台
へ
と
南
北
に
結
ぶ
幹
線
道
路
で

す
。
幅
員
は　

メ
ー
ト
ル
で
延
長
１
８

１６

１
メ
ー
ト
ル
で
す
。

　

両
路
線
の
整
備
に
よ
り
成
瀬
街
道
へ

の
行
き
止
ま
り
状
態
が
解
消
さ
れ
横
浜

市
方
面
（
青
葉
区
）
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

良
く
な
り
、
併
せ
て
通
勤
通
学
等
、
歩

行
者
の
安
全
と
利
便
性
も
図
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
建
設
中
の
原
町
田
六
丁
目
市
街

地
再
開
発
ビ
ル
内
に
設
置
さ
れ
る
町
田

市
公
民
館
の
名
称
募
集
に
対
し
て
、
市

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
１
７
１
作
品
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

選
考
の
結
果
、
市
の
中
心
部
に
あ
る

こ
と
、
公
民
館
の
こ
れ
か
ら
の
発
展
を

期
待
さ
せ
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
等

の
理
由
か
ら
新
原
久
子
さ
ん
（
能
ヶ
谷

町
在
住
）
の
「
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
」

が
優
秀
作
品
に
決
定
し
ま
し
た
。ま
た
、

そ
の
ほ
か
に
も
５
人
の
市
民
の
方
が
準

優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　

日
に
は
そ
の
表
彰
式
が
市
役
所
で

１２
行
わ
れ
、
高
山
助
役
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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玉
川
学
園
の
町
田
市
消
防
団
第
一
分

団
第
５
部
消
防
器
具
置
場
（
敷
地
面
積

２
７
５
・
９
５
平
方
メ
ー
ト
ル
、
軽
量

鉄
骨
造
・
２
階
建
）
と
上
小
山
田
町
の

町
田
市
消
防
団
第
４
分
団
第
７
部
消
防

器
具
置
場
（
敷
地
面
積
２
０
１
・
０
２

平
方
メ
ー
ト
ル
、
軽
量
鉄
骨
造
２
階

建
）
の
建
て
替
え
工
事
が
３
月
に
完
了

し
ま
し
た
。
老
朽
化
が
進
み
手
狭
に
な

っ
た
た
め
昨
年
９
月
か
ら
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
両
置
場
と
も

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台
と
器
材
が
整

備
さ
れ
消
防
団
員
の
詰
所
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　

市
で
は
今
後
も
地
域
の
安
全
の
た

め
、
老
朽
化
の
進
ん
だ
消
防
器
具
置
場

の
建
て
替
え
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。

　

「
さ
く
ら
」
を
課
題
に
し
た
、
第
十

回
全
国
俳
句
大
会
の
表
彰
式
が
七
日
、

市
役
所
森
野
分
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

十
二
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
、
全
国

各
地
か
ら
約
七
千
八
百
句
の
応
募
が
あ

り
、
稲
畑
汀
子
さ
ん
（
ほ
と
と
ぎ
す
主

宰
）
な
ど
七
人
の
選
者
に
よ
り
厳
選
さ

れ
た
優
秀
作
賞
七
句
（
下
記
）
、
寿
優

秀
賞
七
句
（
八
十
歳
以
上
）
、
佳
作
二

十
一
句
、
さ
く
ら
賞
三
十
五
句
、
ま
た

実
行
委
員
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
、
ふ
た

ば
賞
二
句
（
小
学
生
以
下
）
の
受
賞
者

に
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
市
長
か
ら
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
俳
句
一
覧
を
ご
希
望
の
方
は
、

商
工
観
光
課
（
森
野
分
庁
舎
２
階
、
11

７
２
４
・
２
１
２
９
）
へ
。

葉
桜
に
夕
暮
れ
な
が
し 
深 
ふ
か 
廂 
ひ
さ
し

花
吹
雪
歩
き 
初 
む
児
の
手
を
は
な
す

そ

桜
咲
き
み
ん
な
や
さ
し
く
な
り
に
け
り

礼
文
島
に
サ
ー
カ
ス
来
た
り
遅
桜

桜
咲
き
山
は
大
き
く
な
り
に
け
り

耳
寄
せ
て
老
樹
を
た
た
く
桜
守

姥
桜
こ
の
虚
し
さ
の
い
づ
こ
よ
り
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戦
争
時
代
の
様
子
を
記
し
た
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
「
平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
て
ー

戦
争
時
代
の
体
験
記
ー
」
の
第
４
号
を

発
行
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
成
瀬
台
在

住
の
柴
崎
英
也
さ
ん
の
体
験
記
「
萬
松

寺
の
学
童
疎
開
」
、
中
町
在
住
の
大
西

順
子
さ
ん
の
体
験
記
「
町
田
へ
の
縁
故

疎
開
」
、
本
町
田
在
住
の
井
組
金
作
さ

ん
の
体
験
記
「
私
の
出
征
か
ら
帰
る
ま

で
」
の
三
編
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

「
萬
松
寺
の
学
童
疎
開
」
は
、
戦
時

中
、
小
野
路
に
あ
る
萬
松
寺
に
品
川
区

か
ら
集
団
疎
開
し
て
き
た
学
童
た
ち
の

生
活
ぶ
り
を
記
述
し
た
も
の
で
す
。
昭

和　

年
８
月
、
品
川
区
の
鈴
ヶ
森
国
民

１８
学
校
の
学
童
た
ち
が
萬
松
寺
に
集
団
疎

開
し
て
き
ま
し
た
。
当
時
、
寺
の
６
人

兄
弟
の
末
っ
子
だ
っ
た
柴
崎
さ
ん
は　
１２

歳
。
学
童
た
ち
と
接
し
た
と
き
の
様
子

や
疎
開
し
て
来
た
人
が
記
し
た
入
浴
の

様
子
な
ど
も
引
用
し
て
あ
り
、
そ
の
様

子
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
焼
夷
弾

が
投
下
さ
れ
、
寺
が
全
焼
し
、
そ
の
後

の
苦
難
の
生
活
ぶ
り
も
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

「
町
田
へ
の
縁
故
疎
開
」
は
、
戦
時

中
、
横
浜
か
ら
町
田
へ
縁
故
疎
開
し
、

戦
後
に
い
た
る
ま
で
の
町
田
の
様
子
を

記
述
し
た
も
の
で
す
。昭
和　

年
８
月
、

１９

大
西
さ
ん
は
親
元
を
離
れ
、
妹
と
祖
母

の
３
人
で
父
方
の
親
戚
を
頼
っ
て
町
田

に
疎
開
し
て
き
ま
し
た
。
町
田
国
民
学

校
（
現
在
の
町
田
一
小
）
に
転
入
し
ま

し
た
が
、
学
校
で
の
体
験
や
麦
踏
み
な

ど
の
勤
労
奉
仕
の
様
子
、
ま
た
下
校
中

に
上
空
か
ら
機
銃
掃
射
を
受
け
た
様

子
、
戦
後
の
食
糧
難
に
畑
道
の
端
を
掘

り
起
こ
し
て
野
菜
を
育
て
た
こ
と
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
私
の
出
征
か
ら
帰
る
ま
で
」
は
、

兵
隊
と
し
て
、
ハ
ル
マ
へ
ラ
島
（
現
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
）
へ
赴
き
、
故
郷

に
帰
還
す
る
ま
で
の
出
来
事
を
記
述
し

た
も
の
で
す
。
昭
和　

年
４
月
、
井
組

１９

さ
ん
は
日
本
か
ら
輸
送
船
で
南
方
へ
送

り
出
さ
れ
ま
す
。
航
海
中
に
敵
の
攻
撃

を
受
け
、
命
か
ら
が
ら
ハ
ル
マ
へ
ラ
島

に
上
陸
し
ま
す
が
、
上
陸
後
は
重
労
働

と
食
糧
不
足
の
日
々
が
待
っ
て
い
ま
し

た
。
現
地
で
終
戦
を
迎
え
昭
和　

年
６

２１

月
、よ
う
や
く
原
町
田
駅
に
降
り
立
ち
、

故
郷
（
現
横
浜
市
青
葉
区
奈
良
町
）
に

た
ど
り
着
く
ま
で
の
体
験
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

価
格
は
２
０
０
円
で
、
市
政
情
報
や

ま
び
こ
（
中
町
分
庁
舎
）
で
販
売
し
て

い
ま
す
。
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青
年
海
外
協
力
隊
平
成　

年
度
第
３

１３

次
隊
に
成
瀬
に
お
住
ま
い
の
庄
司
有
輝

子
さ
ん
の
派
遣
が
決
ま
り
、
派
遣
前
の

訓
練
も
終
了
し
て
４
月　

日
に
パ
ラ
グ

１０

ア
イ
に
向
け
出
発
し
ま
し
た
。
庄
司
さ

ん
は
大
学
在
学
中
に
青
年
海
外
協
力
隊

に
応
募
し
第
３
次
隊
隊
員
２
６
９
名
の

一
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
現
地
で
は
主

に
、
農
業
技
術
の
分
野
で
協
力
し
て
い

く
予
定
で
す
。
出
発
に
先
立
ち
市
を
表

敬
訪
問
し
、
寺
田
市
長
の
激
励
を
受
け

た
庄
司
さ
ん
は
、
「
現
地
の
多
く
の
方

々
と
仲
良
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

築
き
な
が
ら
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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